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新設設備部門　譖譖日本冷凍空調設備工業連合会会長佳作

物流センター氷蓄熱利用冷蔵庫冷却設備

設備所有者：名糖運輸㈱
設備施工者：㈱日立空調システム

優良省エネルギー設備顕彰事例⑧

建物の概要

名　　称　名糖運輸株式会社　関西物流センター
所 在 地　大阪府摂津市一津屋3-21-1
概　　要　建家・地上2階　構造・S造

延床面積・4,690m2 用途・冷蔵庫

１．技術開発の目的と経過

目的：
物流センターの冷蔵庫冷却設備において、ラ

ンニングコストを下げるため、夜間に作った氷
蓄熱を利用し、昼間電力を低減した冷却設備を
開発した。
経過：
平成12年 2 月　冷蔵庫の引合い
平成12年 3 月　見積･氷蓄熱システム提案書提出
平成12年11月　工事着工
平成13年 3 月　竣工引渡し

２．設備・システムの概要

1)2階建冷蔵庫（2室×2階＝4室）をマルチタイプ
冷凍機による直膨冷却方式で、室温＋5℃に冷
却する設備。
2)氷蓄熱専用の冷凍機で夜間製氷した氷を利用し
て、昼間に冷凍機出口冷媒液を過冷却し、昼間
の冷却能力を20％以上増加させるシステム。
非蓄熱方式では、冷凍機の馬力が208HP必要な
ところを、今回の蓄熱方式では160HPで済み、
契約電力を少なくすることができる。
3)冷蔵庫延床面積　3,783m2

4)主要機器
① 空冷マルチタイプ冷凍機　20HP ～8台
②　氷蓄熱ユニット（ 外 融 式 ・ 直 膨 方 式

10HP×2台）～2基
③　天吊冷却器　～46台
④　冷水ポンプ　～2台

３．着想

1)冷媒液を過冷却する方式を採用すれば、5℃以
下の冷蔵庫でも氷蓄熱（取り出し冷水温度2～
5℃）が利用できる。
2)夜間の冷蔵庫負荷が昼間の負荷より20％少なく
なるので、夜間に別の冷凍機を使用して製氷す
れば昼間の冷凍機を26HPから1ランク下の20HP
に下げることができる。
3)夜間製氷用冷凍機40HPの電力が増えても、事
務所部分の電力が減少し、昼間より外気温度が

外観
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低く、凝縮圧力が下がるため、冷凍機の消費電
力も減少するので、昼間より契約電力が上がる
ことはない。
4)契約電力の減少及び夜産業用蓄熱調整契約の蓄
熱によりランニングコストが削減できる。
5)製氷する時は、冷蔵庫冷却用冷凍機より蒸発温
度が少し高く、外気温度も低いため、昼間電力
を夜間電力に移行した分、成績係数が上がる。

４．効果（省エネルギー）

省エネルギー効果を使用・運転データ、独自に
計算した結果などを記載する。
1)氷蓄熱方式を採用することにより、電気の契約
電力を47kW低減できる。
2)製氷用冷凍機を外気温度の低い夜間に、蒸発温
度も少し高く運転するため、年間電気使用量を
約3％省エネルギー運転できる。
3)契約電力の削減及び産業用蓄熱調整契約の蓄熱
割引きにより、年間の電気代が約160万円／年
削減できる。

【ランニングコスト比較表を参照。】

５．投資回収

氷蓄熱方式は、非蓄熱方式とのイニシャルコス
トの差額を約6年で回収できる試算になる。

冷蔵庫冷却設備コスト比較表

６．他の建物への応用性

生産工場の製品冷却用冷蔵庫・冷凍庫は夜間で
も負荷が下がらないため、使用できないが、単段
圧縮冷凍機を使用する冷蔵保管庫・冷凍保管庫及
び低温冷房室には使用できます。
特に庫内温度が低いほど省エネ効果が高くなり

ます。

７．仕様または開発製品、システム、部品等の仕様

８．工夫した点、発想した点、創作した点、新し

い点等

1)契約電力の低減と産業用蓄熱調整契約の蓄熱割
引きによるランニングコストの低減
2)冷蔵庫の負荷バランスが崩れた場合に冷媒液の
過冷却度を変更することにより、冷却能力を変
更できる。

９．環境保全、便利性等

氷蓄熱による、昼間電力の夜間電力への移行に
よる電力平準化及び省エネルギー。

10．市場性、販売状況、適応市場の大きさ、競

合品又はシステムとの比較、販売実績（国内、

外）等

1)単段圧縮機を使用する冷蔵保管庫・冷凍保管庫
及び低温冷房にはほとんど適用できる。
2)冷媒液過冷却により30％程度能力増加できるた
め、冷凍機能力が不足した場合の対策にも使用
できる。
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　　  仕　　　様 

単段圧縮・空冷一体形 
スクロール式 

圧縮機：7.4KW×2台 

冷却能力51.2KW 
（TE-5℃、外気35℃DB） 

【過冷却時能力61.4KW】 

オフサイクルデフロスト 

オフサイクルデフロスト 

オフサイクルデフロスト 

オフサイクルデフロスト 

静止形・外融式・直膨方式 

圧縮機：10HP×2台 

70褄/min×14mH×0.75KW

 

イニシャルコスト 

ランニングコスト 

氷蓄熱方式 

6700万円 

1490万円／年 

非蓄熱方式 

5750万円 

1650万円／年 

差　　額 

950万円 

160万円／年 
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3)競合システムとの比較
冷蔵庫向け氷蓄熱システム

今回はイニシャルコストの回収が早く、省エ
ネで、システムがシンプルな冷媒液過冷却方式
を採用した。

4)以後納入実績
同様なシステムを下記の物件に施工した。
①協同乳業株式会社東海工場殿
着工・竣工：2001年7月着工、2001年9月竣工
建物概要：冷蔵庫床面積 2,400m2（蓄熱系統）
設備概要：冷凍機　132HP

製氷用冷凍機　40HP
氷蓄熱槽　2基　

②名糖運輸株式会社東海物流センター殿
着工・竣工：2002年12月着工

2003年 3月竣工
建物概要：冷凍・冷蔵庫床面積　5,700m2

設備概要：冷凍機　330HP
製氷用冷凍機　80HP
氷蓄熱槽　2基　

③名糖運輸株式会社越谷配送センター殿
着工・竣工：2003年1月着工、2003年4月竣工
建物概要：冷凍・冷蔵庫床面積　4,200m2

設備概要：冷凍機　330HP
製氷用冷凍機　80HP
氷蓄熱槽 2基
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アイスコンデ 
ンサ方式 
（静止形・内 
融式・直膨式） 

　　　　概　　　要 

冷凍機の冷媒液を過冷却する 
ことにより昼間の冷却能力を 
約30％上げることができる。 
冷媒配管サイズは冷媒循環量 
は同じため、過冷却前と同サ 
イズでよい。 
夜間電力への移行率は少ない。 
消費電力が一番少ない 

ブラインチラーユニットで夜 
間カプセル内の蓄冷材を凍ら 
せて昼間に冷熱を取出す方式 
昼間冷凍機を運転しない全蓄 
熱が可能 
消費電力が一番多い（間接冷 
却のため） 
蓄熱タンク容量が大きい 

夜間製氷した氷で昼間冷凍機 
の凝縮熱を取る方式で、凝縮 
圧力を低くできるので、昼間 
の消費電力が少ない。 
夜間電力への移行率が大きい。 
氷蓄熱タンク容量が大きい 

ランニン 
グコスト 

少し高い 
 
 
 
 
 
 
 

安い 
【全蓄熱 
した場合】 
 
 
 
 
 

安い 
【昼間をア 
イスコンデ 
ンサ方式だ 
けで運転し 
た場合】 

イニシャ 
ルコスト 

安い 
 
 
 
 
 
 
 

高い 
 
 
 
 
 
 
 

高い 

【味覚歳時記】

大根と豚肉の煮物は魯山人が生みの親

大根のおいしい季節です。それならやはり大根と豚肉の煮ものです。この料理、魯山人の星岡茶寮

の名物料理「ししだいこん」がヒントとのこと。それを聞いただけで、ハクがつきます。大根を厚さ

2センチの輪切りに。皮を厚めにむいて食べにくいほど太いのは半分に切る。煮くずれ防止に面取り

をする。豚のバラ肉の固まりを、大根より小ぶりのぶつ切りにする。熱くした中華鍋で、バラ肉に焼

き色がつくまで炒める。そこへ、大根を入れて材料がかぶるぐらいに水を注ぐ。日本酒と少量の砂糖

と中華スープの素で調味する。最初は強火で。アクをすくいながら。アクが止

まったらふたをして弱火で20分間ほど煮て、濃口醤油をごく少量ずつ数回注い

で味を調え、さらに20分間ほど煮る。鍋のまま冷まして味を含ませる。温めな

おして食べる（森須滋郎『食卓のマジック』新潮社刊による）。焼酎のお湯割が

合いそうです。神話的超名物料理の大衆版、です。
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